
町
章

町
民
憲
章

広報のいち　2005.4 (２)

野市町長　仙頭義寛

　
太
陽
と
水
と
緑
は
、
野
市
の
町

の
誇
り
で
す
。

　
先
人
の
香
り
高
い
文
化
遺
産
と
、

輝
か
し
い
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
町

に
活
力
を
、
若
人
に
夢
を
、
老
人

に
安
ら
ぎ
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
豊
か

な
未
来
の
創
造
を
ね
が
い
、
こ
の

憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
．
わ
た
し
た
ち
は
、
進
ん
で
健

　
　
康
づ
く
り
に
つ
と
め
ま
す
。

一
．
わ
た
し
た
ち
は
、
力
を
合
わ

　
　
せ
明
る
い
家
庭
を
つ
く
り
ま

　
　
す
。

一
．
わ
た
し
た
ち
は
、
思
い
や
り

　
　
の
輪
を
広
げ
、
心
の
ふ
れ
合

　
　
う
町
を
つ
く
り
ま
す
。

一
．
わ
た
し
た
ち
は
、
仕
事
に
励

　
　
み
、
活
力
あ
る
町
を
つ
く
り

　
　
ま
す
。

一
．
わ
た
し
た
ち
は
、
文
化
を
高

　
　
め
、
豊
か
な
郷
土
を
つ
く
り

　
　
ま
す
。

　
全
体
は
平
和
の
象

徴
、
は
と鳩
を
表
現
し
、

『
の
市
』
の
『
の
』

の
字
を
図
案
化
し
た

も
の
で
す
。
丸
い
円

は
、
円
満
と
団
結
を
表
し
、
四
枚

の
羽
根
は
、
野
市
、
佐
古
、
香
宗
、

富
家
を
組
み
合
わ
せ
、
中
の
三
角

　
昭
和
三
十

年
一
月
一
日
、

旧
野
市
町
、

佐
古
村
、
香

宗
村
、
富
家

村
の
一
町
三

村
が
合
併
し

て
以
来
五
十
周
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、

先
人
、
先
輩
の
皆
様
方
の
ご
努

力
と
町
民
の
皆
様
方
の
ご
協
力

に
よ
り
、
発
展
を
遂
げ
て
参
れ

ま
し
た
こ
と
に
、
厚
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
野
市
町
は
、
県
下
三
大
河
川

の
一
つ
、
物
部
川
の
左
岸
に
開

け
た
田
園
の
町
で
す
。
江
戸
時

代
に
荒
れ
地
だ
っ
た
土
地
が
開

拓
さ
れ
、
野
市
六
千
石
と
い
わ

れ
る
美
田
と
な
り
、
農
業
を
基

幹
産
業
と
し
発
展
し
て
参
り
ま

し
た
。

　
現
在
で
は
、
恵
ま
れ
た
地
理

的
条
件
な
ど
か
ら
『
み
ど
り
野

団
地
』
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な

宅
地
開
発
が
進
み
、
当
初
九
千

人
余
り
だ
っ
た
人
口
が
、
現
在

は
一
万
七
千
人
を
超
え
て
い
ま

す
。

　
こ
の
間
、
野
市
町
で
は
農
業

構
造
改
善
事
業
、
各
種
道
路
網

の
整
備
事
業
、
共
同
保
健
事
業

な
ど
の
推
進
を
は
じ
め
、
公
共

施
設
や
文
教
施
設
の
充
実
な
ど

山
積
み
す
る
諸
問
題
に
取
り
組

み
、
多
く
の
成
果
を
上
げ
て
参

り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
高
度
成
長
期
以
来

順
調
に
発
展
し
て
き
た
日
本
経

済
に
陰
り
が
出
て
き
た
今
、
市

町
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
行
財

政
と
も
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
野
市
町
で
も
、
事
業
の

休
止
や
コ
ス
ト
の
縮
減
な
ど
行

財
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
将
来
を
見
据
え

た
社
会
情
勢
に
対
応
す
べ
く
、

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
今
、
か
つ
て
先
人

の
経
験
し
た
も
の
と
異
な
っ
た

厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
試
練
を
乗
り
越

え
て
、
こ
れ
か
ら
の
野
市
町
の

進
む
べ
き
道
を
切
り
開
い
て
ゆ

く
こ
と
こ
そ
現
代
に
生
き
る
私

た
ち
の
責
務
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　
今
日
ま
で
町
勢
進
展
の
た
め

に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
先

輩
・
町
民
の
皆
様
方
の
熱
意
と

ご
協
力
に
深
い
敬
意
と
謝
意
を

表
し
、
『
環
境
と
調
和
の
と
れ

た
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る

町
』
『
人
に
優
し
く
明
る
い
町
』

を
目
指
し
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
皆

様
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

合併50周年を迎えて
合
併
五
十
周
年

　
野
市
町
五
十
年
の
歩
み

町
の
鳥
／
ヒ
バ
リ

町
の
花
／
水
仙

町
の
木
／
せ
ん
だ
ん

昭和30年代（1955年～1964年） 平成元年～17年（1989年～2005年）

昭和40年代（1965年～1974年）

昭和50～60年代（1975年～1988年）

広報のいち　2005.4(３)

昭和30年１月１日　野市町誕生(旧野市町・佐古村・香宗村
　　　　　　　　　・富家村が合併)
　　　　　　　　　初代町長に村上正吉氏
　　　　４月１日　逆川・戸板島が土佐山田町へ分離
昭和32年２月９日　香南５カ町村合併、知事勧告を受ける
昭和33年４月８日　東小学校(香宗・富家統合)発足
　　　　４月10日　２代目町長に岩井儀氏当選
　　　　９月29日　香南５カ町村合併、総理大臣勧告を受
　　　　　　　　　ける
昭和36年５月26日　３代目町長に野嶋栄氏当選
昭和38年４月30日　有線放送電話開通
昭和39年９月16日　東京オリンピック聖火、野市町を通る

昭和40年５月16日　町庁舎落成(現在の北庁舎)
　　　　６月１日　香長し尿処理場落成
昭和42年４月８日　町立野市幼稚園開園
　　　　10月25日　県立青少年センター落成
昭和43年４月16日　香美郡特別養護老人ホーム『三宝荘』
　　　　　　　　　落成
昭和44年４月１日　老人家庭奉仕員(ホームヘルパー)が発
　　　　　　　　　足
　　　　９月　　　山下地区に簡易水道配水池完成
昭和45年１月10日　野市町学校給食共同調理場落成
　　　　４月１日　香南消防署発足
昭和46年４月１日　簡易水道から上水道事業になる
　　　　９月14日　４代目町長に木下光明氏無投票当選
昭和47年７月５日　集中豪雨(浸水632世帯)
　　　　９月８日　集中豪雨(浸水561世帯)
昭和48年４月21日　戸板島橋が完成
　　　　４月26日　龍河洞スカイライン開通
　　　　８月25日　第１回野市田園まつり
　　　　11月　　　第１回町民体育大会
昭和49年１月　　　切石山に配水池
　　　　５月　　　佐古地区ほ場整備完成
　　　　11月１日　『香南清掃組合』南国市と香南５カ町
　　　　　　　　　村組合立香南清掃組合を南国市廿枝に
　　　　　　　　　建設

昭和50年１月５日　凧揚げ大会(合併20周年記念)
　　　　９月19日　野市町墓地公園完成
　　　　11月23日　第１回野市町産業文化祭
昭和52年３月21日　東部住宅団地の名称を『みどり野団地』
　　　　　　　　　と命名
昭和54年４月９日　東幼稚園開園
　　　　９月　　　保健文化賞を受賞
昭和55年11月８日　町庁舎落成
昭和56年９月17日　町道野地中ノ村線完成

昭和57年３月25日　保健センター落成
昭和63年７月25日　町立図書館落成

平成元年３月６日　国道55号南国道路４車線完成
平成３年11月１日　県立のいち動物公園１次開園
平成５年５月18日　沖縄県具志頭村姉妹都市提携
　　　　11月７日　第１回商業まつり(全日本素人ちんどん
　　　　　　　　　コンクール)開催
平成６年４月１日　のいちケーブルテレビ開局
　　　　　　　　　ＪＡ土佐香美発足
　　　　４月13日　職業能力開発短期大学校(ポリテクカレ
　　　　　　　　　ッジ)開校
　　　　11月28日　県道南国野市線物部川橋完成
平成７年４月１日　第４水源地が稼働
　　　　４月14日　野市風力発電所落成
　　　　９月５日　５代目町長に山本清二郎氏無投票当選
平成８年２月１日　香美郡特別養護老人ホーム『三宝荘』
　　　　　　　　　移転新築落成
　　　　10月４日　のいちふれあいセンター落成
平成９年４月１日　母代寺地区農業集落排水施設供用開始
　　　　　　　　　香南ケーブルテレビ開局
平成10年４月27日　龍河洞トンネル開通
　　　　７月27日　第１回のいち花火大会開催
　　　　９月24日～25日　集中豪雨(浸水367世帯)
　　　　11月20日　佐古防災コミュニティセンター新築落
　　　　　　　　　成
　　　　11月22日～23日　第１回のいち祭り開催
平成11年８月31日　６代目町長に仙頭義寛氏無投票当選
　　　　11月14日　野市町総合体育館落成
平成12年２月１日　佐古地区農業集落排水施設供用開始
　　　　６月27日　兎田八幡宮『絵画細形銅剣』国の重要
　　　　　　　　　文化財指定
　　　　７月19日　町道駅前南北線全線開通
　　　　12月８日　野市町ふれあい広場落成
平成13年４月25日　香南工業用水、県と野市町が取水協定
　　　　　　　　　書調印
　　　　９月下旬～11月下旬　高知国体リハーサル大会開
　　　　　　　　　催
平成14年４月　　　のいちウォーキングトレイル開通
　　　　６月１日　上岡地区農業集落排水施設供用開始
　　　　７月１日　ごめん・なはり線開通
　　　　９月20日～24日　よさこい高知国体夏季大会開催
　　　　９月23日　高円宮殿下・妃殿下がご来町
　　　　10月１日　バス路線『西川線』を野市町と香我美
　　　　　　　　　町で共同運行開始
　　　　10月26日～30日　よさこい高知国体秋季大会開催
　　　　10月27日　天皇・皇后両陛下がご来町
　　　　12月９日　香南・芸西合併任意協議会設立
平成15年４月１日　香南・芸西合併協議会設立
　　　　　　　　　野市浄化センター一部供用開始
平成16年６月30日　香南・芸西合併協議会解散
平成17年２月27日　合併50周年記念式典

　
太
陽
と
水
と
緑
は
、
野
市
の
町

の
誇
り
で
す
。

　
先
人
の
香
り
高
い
文
化
遺
産
と
、

輝
か
し
い
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
町

に
活
力
を
、
若
人
に
夢
を
、
老
人

に
安
ら
ぎ
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
豊
か

な
未
来
の
創
造
を
ね
が
い
、
こ
の

憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
．
わ
た
し
た
ち
は
、
進
ん
で
健

　
　
康
づ
く
り
に
つ
と
め
ま
す
。

一
．
わ
た
し
た
ち
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、
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を
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せ
明
る
い
家
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く
り
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す
。

一
．
わ
た
し
た
ち
は
、
思
い
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り

　
　
の
輪
を
広
げ
、
心
の
ふ
れ
合

　
　
う
町
を
つ
く
り
ま
す
。

一
．
わ
た
し
た
ち
は
、
仕
事
に
励

　
　
み
、
活
力
あ
る
町
を
つ
く
り

　
　
ま
す
。

一
．
わ
た
し
た
ち
は
、
文
化
を
高

　
　
め
、
豊
か
な
郷
土
を
つ
く
り

　
　
ま
す
。

　
全
体
は
平
和
の
象
徴
、
鳩
を
表

現
し
、
『
の
市
』
の
『
の
』
の
字

を
図
案
化
し
た
も
の
で
す
。
丸
い

円
は
、
円
満
と
団
結
を
表
し
、
四

枚
の
羽
根
は
、
野
市
、
佐
古
、
香

宗
、
富
家
を
組
み
合
わ
せ
、
中
の

三
角

の
す
る
ど
さ
は
、
建
設
、
発
展
を

表
し
野
市
町
将
来
へ
の
飛
躍
発
展

を
表
し
た
も
の
で
す
。

昭
和
三
十
七
年
四
月
一
日
選
定

昭
和
五
十
四
年
十
月
三
十
日
決
定

平
成
二
年
三
月
七
日
決
定

平
成
二
年
三
月
七
日
決
定



広報のいち　2005.4 (４)

　
合
併
五
十
周
年
記
念
式
典
が
二
月
二
十
七
日(

日)

、
の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
サ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
町
内
外
の
行
政
・
議
員
な
ど
関
係
者
ら

約
二
百
人
が
合
併
の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
地
方
自
治
や
行
政
、
保
健
衛
生
、
産
業
な
ど
各
分
野
で
功
労
の

あ
っ
た
十
五
人
を
表
彰
、
一
人
と
一
団
体
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
の
は
次
ペ
ー
ジ
の
皆
さ
ん
。(

敬
称
略)

仙頭町長(左)から表彰を受ける受賞者

約200人が参列し、節目を祝った野市町合併50周年記念式典

式
典
に
華
を
添
え
た
日
本
舞

踊
坂
東
流
師
範
、
坂
東
市
弥

さ
ん(

み
ど
り
野
在
住)

に
よ

る
祝
賀
の
舞

野
市
町
出
身
の
演
歌
歌
手
、

黒
川
英
二
さ
ん
が
新
曲
『
よ

さ
こ
い
慕
情
』
と
『
夢
さ
が

し
』
を
披
露

合併五十周年

　 野市町五十年の歩み

広報のいち　2005.4(５)

さらなる飛躍
　50周年の節目を祝う

交 通

岡田　勝

(深渕・69歳)

７期28年間、町

議会議員として

地方自治の発展

に寄与した。

畑山　則雄

(中ノ村・64歳)

８期32年間、町

議会議員として

地方自治の発展

に寄与した。

福田　豊治

(東佐古・73歳)

町職員、収入

役、助役として

町勢の発展に寄

与した。

弘田　忠士

(中ノ村・68歳)

町職員、教育

長、収入役とし

て町勢の発展に

寄与した。

山地　通

(西野・72歳)

約32年間、町の

交通安全指導員

として交通安全

の推進に寄与し

た。

楠瀬　隆一

(西野・65歳)

約43年間、消防

団活動に従事

し、消防団の充

実強化と災害の

防除に寄与した。

山本　和子

(西野・73歳)

地域での生活習

慣病予防の啓発

と保健衛生の向

上に寄与した。

島村　知惠

(西佐古・66歳)

地域の保健衛

生、環境保全活

動の推進に寄与

した。

鈴木　常夫

(みどり野・65歳)

町内開業医とし

て住民の健康意

識の向上と循環

器疾患管理対策

に寄与した。

福田　靜夫

(東佐古・63歳)

優良農地の確保

と有効利用対

策、農家の地位

向上など地域農

業の振興発展に

寄与した。

岡村　任雄

(西野・72歳)

昭和42年に野市

町商工会理事に

就任以来、町の

商工業振興に貢

献した。

藤村　義夫

(西野・68歳)

昭和41年に野市

農業協同組合青

壮年部部長に就

任以来、農業の

振興発展に寄与

した。

久家　治水

(東野・82歳)

野市町文化財保

護審議会委員と

して、文化財の

発掘や保護に寄

与した。

永森　正策

(東佐古・73歳)

森田村塾塾長や

野市町教育委員

会教育委員長と

して教育 文化 

スポーツなどの

発展に貢献した。

水田　先

(東野・67歳)

公民館活動、初

期の社会体育の

振興と各種スポ

ーツの普及、青

少年の健全育成

に貢献した。

岡田　順一

(父養寺・76歳)

上井(うわゆ)川管

理道の堤とのり

面を紫陽花(あじさ

い)街道として整

備。美しい町づ

くりに貢献した。

野市ちんどん倶楽部

平成４年の結成以来、人々に

笑いと活力を与え、野市町の

活性化に寄与した

消 防

文 化教 育教育文化

行 政 地方自治

産 業 保健衛生

感謝状贈呈

・ ・


